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表紙・口絵・序など 表紙・口絵・序など 表紙・口絵・序など 表紙・口絵・序など 表紙・口絵・序など 表紙・序・目次

一　支配と年貢 解　説 第一編　生活と地域 第一編　自然 第五編　近代 自然

　１　支配
第一章 埼玉県成立期の和光地
域 　第一章　家

　第一章 和光市の地理的位置
と自然環境

第一章 埼玉県成立期の和光地
域 原始

　２　年貢 　第１節　村会の成立 　　第１節　屋敷と家 　第二章 和光市の地形と地質
　　第１節　明治維新と熊谷

県 古代・中世

二　村と生活 　第２節　学校制度の成立 　　第２節　家と家族 　第三章 和光市域の土壌 　　第２節　村会の成立 近世

上之郷遺跡・四ツ木遺跡 　１　村 　第３節　交通事情の変化
　　第３節　家族生活と居住

空間
　第四章 和光市域の植生と野

鳥
　　第３節　連合戸長役場制

度 近代

午王山遺跡 　２　戸口 　第４節　信仰と神社 　　第４節　親族と交際 　第五章 和光市域の気候 　　第４節　村の生活 現代

仏ノ木遺跡・下里遺跡・妙
典寺遺跡 　３　生活 　第５節　生活の諸相 　第二章　村

　第六章 和光市域の表流水と
地下水

第二章 新倉村・白子村の成立 民俗

吹上遺跡 　４　社寺と信仰 　第６節　村の概況 　　第１節　村の姿 　第七章 自然環境と人間生活
　　第１節　新倉村誕生と村

財政 略年表・あとがきなど

市場峡遺跡 三　水利普請 第二章 新倉村・白子村の成立 　　第２節　村の組織と運営 第二編　原始・古代
　　第２節　日清・日露戦争

と村々

城山遺跡・城山南遺跡 四　産業 　第１節　新村誕生と村政
　　第３節　近隣組織と生活

互助
　第一章 先土器時代

　　第３節　小学校教育の展
開

白子宿上遺跡 　１　農業 　第２節　新村財政の推移 　　第４節　水田と水 　第二章 縄文時代 　　第４節　農会と信用組合

牛房遺跡・妙蓮寺遺跡 　２　工業
　第３節　日清・日露戦争

と村々
　　第５節　畑と林 　第三章 弥生時代 　　第５節　村落生活の様相

丸山台遺跡・榎堂遺跡 　３　商業・金融
　第４節　小学校教育の展

開
　第三章　町と世間 　第四章 古墳時代

　　第６節　日露戦争後の社
会と村政

五　交通 　第５節　農会と信用組合 第二編　生活と時間
第五章 考古学から見た奈良

・平安時代
第三章 都市近郊化の進展と和

光地域

　１　白子宿と川越街道 　第６節　村の生活と信仰 　第一章　一日の生活 　第六章 奈良時代の和光
　　第１節　大正期村政の展

開

　２　助郷
第三章 都市近郊化の進展と和
光地域 　第二章　一年の生活 　第七章 平安時代の和光

　　第２節　地域経済と農会
活動

　３　柴宮河岸
　第１節　大正期村政の展

開
　第三章　人の一生 第三編　中世 　　第３節　東上鉄道の開通

六　鷹場 　第２節　農会と信用組合 　　第１節　婚姻 　第一章 開けゆく武蔵野 　　第４節　教育の進展

解説・あとがきなど 　第３節　東上鉄道の開通 　　第２節　出産 　第二章 新旧勢力の交代 　　第５節　村の様相

　第４節　教育の進展 　　第３節　子供の成長 　第三章 戦国大名と郷村 　　第６節　大正後期の村政

　第５節　村の様相 　　第４節　年祝い 第四編　近世 第四章 恐慌と戦争の時代

第四章 恐慌と戦争の時代 　　第五節　葬送 　第一章 近世村落の成立 　　第１節　昭和のはじまり

　第１節　昭和のはじまり 第三編　生活と心意 　第二章 近世村落の展開
　　第２節　昭和恐慌下の白

子村と新倉村
　第２節　農業恐慌と農村の

振興 　第一章　家と神仏 　第三章 近世村落の動揺
　　第３節　政治的支配の構

造

　
　第３節　総力戦と農村の再

編 　第二章　村と神仏 　第四章 幕末の村落 　　第４節　教育制度の変遷

　第４節　教育と国民動員 　　第１節　村の小祠 年表・あとがきなど
　　第５節　戦時体制下の大

和町

↓　以下はトップページの例です。

史料編１

表紙・目次など

自然

原始

　和光市の原始・古代概略

　和光市の主要遺跡

古代

中世　文書・紀行

中世　金石資料

近世　地誌・紀行

あとがきなど



　第５節　戦時下の生活 　　第２節　講と代参 第六編　現代

　第６節　郷土の出征兵士 　　第３節　吹上観音
第一章 戦後社会の展開と和光

市の成立
第五章 戦後社会の展開と和光
市の成立

　　第４節　神社とその祭祀
　　第１節　敗戦と占領下の

改革
　第１節　敗戦と占領下の改

革
　　第５節　寺院とその機能

　　第２節　農地改革と戦後
農村の変貌

　第２節　変動する戦後農業 　　第６節　俗信
　　第３節　復興への模索と

町づくりの進展
　第３節　米軍進駐と基地問

題 　第三章　伝説と昔話
　　第４節　生徒の増加と教

育行政の対応
　第４節　復興と都市化の中

で 付録・石塔・石仏
　　第５節　基地返還運動と

跡地利用

付・あとがきなど あとがきなど
　　第６節　単独市政へのあ

ゆみ
　　第７節　地域の変動と住

民

第二章 都市行政の推進

　　第１節　都市化の進行

　　第２節　都市行政の展開

　　第３節　基地跡地の利用
計画

年表・あとがきなど
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